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相模原市立大野台小学校ＰＴＡ規約 
 
第 1 章  名称及び事務所 
第１条  この会は相模原市立大野台小学校ＰＴＡと称し、事務所を相模原市南区大野台 8 丁目  

1 番１５号大野台小学校内に置く。なお、事務所をこの会の所在地とする。 
第 2 章 目的及び活動 
第２条  この会は保護者と教職員が協力して、家庭と学校と社会における児童の健全な 

成⻑と福祉の増進をはかることを目的とする。 
第３条  この会は前条の目的を達成するために次の活動をする。 

（１）成人教育を盛んにして、よい保護者、よい教職員になるようにつとめる。 
（２）家庭と学校と社会との関係をいっそう緊密にし、児童の心身の健全な発達をはか

る。 
（３）児童の生活環境をよくする。 

第３章 方  針 
第４条  この会は、教育を本旨とする⺠主団体として、次の方針に従って活動する。 

（１）⻘少年の教育並びに福祉のために活動する他の機関及び団体と協力する。 
（２）特定の政党や宗教にかたよることなく、また、営利を目的とする行為を行わない。 
（３）この会、又はこの会の役員の名でいかなる選挙にも候補者を推薦しない。    

学校の人事、その他の管理には干渉しない。 
第 4 章 会  員 
第５条  この会の会員は大野台小学校に在籍する児童の保護者、又はこれに代わる者（以下保護

者という）、及び教職員とする。 
第６条  会員は、会費を収めるものとする。 
第５章 会  計 
第７条  この会の経費は、原則会費（一家庭 年額２０００円）、その他の収入をあてる。 
第８条  この会の経理は、総会で議決された予算に基づいて行われる。 
第９条  この会の決算は、会計監査を経て、総会に報告され承認を得なければならない。 
第１０条  この会の会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 
第６章 役  員 
第１１条 この会に次の役員をおく。 

（１）会 ⻑     １名（保護者） 
（２）副会⻑     ３名（保護者２・教職員１） 
（３）書 記     ３名（保護者２・教職員１） 
（４）会 計     １名（保護者１） 
（５）副会計     １名（教職員１） 
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第１２条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、役員の任期は４年を限度とする。 
第１３条 役員の任務は次のとおりとする。 
     （１）会 ⻑  この会を代表し、会の円滑な運営をはかり、総会及び各委員             

会を招集する。 
      （２）副会⻑  会⻑を補佐し、会⻑不在の場合はその代理人をつとめる。 
     （３）書 記  会の議事を記録し、会合の通知、発送、その他の庶務を担当する。 
     （４）会 計  この会の会計事務を担当し、総会において決算報告をする。 
     （５）副会計  この会の会計事務を担当する。 
第７章 役員候補者指名委員会 
第１４条 １ 役員候補者を指名するときは、役員候補者指名委員会を設ける。 
     ２ 役員候補者指名委員会は、次のように構成する。 

(１）役員候補者指名委員会は、各地区に応じて若干名、教職員２名で構成する。  
(２）役員候補者指名委員会で、役員候補者を選出し、運営委員会の同意を得て、直ちに

全会員に知らせ、総会で承認を受ける。 
(３）役員候補者指名委員会の任期は、役員・会計監査候補者が総会で承認されるまでと

する。 
第８章 会計監査委員 
第１５条 この会の経理を監査するため３名の会計監査委員をおく。 
第１６条 会計監査委員は、役員候補者指名委員会で選出し総会で承認を受ける。 
第１７条 会計監査委員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 
     (他の役員及び委員は兼任できない。） 
第９章 総  会 
第１８条 総会は全会員をもって構成され、この会の最高の議決機関である。 
第１９条 総会は定期総会及び臨時総会(書面総会)とする。定期総会は年１回とし、臨時総会 

(書面総会)は運営委員会が必要と認めたとき実施する。 
     (１）次に掲げる事項は総会の議決を経なければならない。 

① 事業計画及び事業報告に関すること 
② 予算及び決算に関すること 
③ 役員及び会計監査委員の決定 
④ 規約改正に関すること 
⑤ その他 

第２０条 総会の定足数は会員の５分の１以上とし(委任状を含む）、議事は出席者の過半数で 
決する。 

第１０章 運営委員会 
第２１条 運営委員会は総会につぐ議決機関で役員、校⻑、ベルマーク委員会・広報委員会・食育
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委員会・校外生活指導委員会の正副委員⻑、地区⻑をもって構成する。 
第２２条 運営委員会の任務は次のとおりとする。 

（１）総会に提出する議案を作成する。 
（２）各種委員会の運営及び活動に関する連絡、調整をはかる。また必要に応じて特別

委員会を設ける。 
（３）役員、会計監査委員に欠員が生じたときは審議し決定する。後任者の氏名は、直

ちに全会員に知らせ、任期は、それぞれ前任者の残任期間とする。 
（４）その他必要な事項を立案し、その実施につとめる。 

第２３条 １ 運営委員会は、必要に応じて開催する。また会⻑が必要と認めたとき、これを招集
する。 

       会議は構成員の２分の１以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数の同意
を要する。 

     ２ 特別委員会が設置されたときは、必要に応じて正副委員⻑は運営委員会に出席する
ことができる。 

第１１章 役員会 
第２４条 役員会は、役員及び校⻑をもって構成し、必要に応じて会⻑はこれを招集する。 
第１２章 各種委員会 
第２５条 各種委員会は、ベルマーク委員会、広報委員会、食育委員会、校外生活指導委員会と 

する。 
（１）ベルマーク委員は、１年生を除く各学年より若干名を選出する。 
（２）広報委員は、１年生を除く各学年より若干名を選出する。 
（３）食育委員は、１年生を除く各学年より若干名を選出する。 
（４）校外生活指導委員会は、各地区⻑と班⻑で構成する。 
（５）各種委員は、教職員若干名を加えて構成する。 

各委員会は、正副委員⻑をおき、必要に応じて会⻑の承認を得て委員⻑が招集 
する。 
各委員会の事業計画は、運営委員会にはからなければならない。 

（６）各種委員に欠員が生じたときは、次により補充する。 
① 欠員を生じた各種委員会で選出し、運営委員会に報告する。 
② 後任者の氏名は 、直ちに全会員に知らせる。 
③ 任期は前任者の 残任期間とする。 

第２６条 各種委員会は、次の活動をする。 
     (１）ベルマーク委員会は、学校の環境整備のため、ベルマーク活動につとめる。 
     (２）広報委員会は、会員のための広報活動につとめる。 

(３）食育委員会は、給食試食会を通して、学校給食への理解を深める活動をする。 
     (４）校外生活指導委員会は、校外における児童の事故防止や、健全育成のための生活
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指導をはかる。 
 
第１３章 個人情報取扱い 
第２７条 相模原市立大野台小学校ＰＴＡは、保有する個人情報の重要性を認識し、個人情報保護

に関する法令及び、本ＰＴＡが定める個人情報取扱い規則に従い、保有する個人情報は
ＰＴＡ活動においてのみ利用すると共に、適切に管理する。 

第１４章 改  正 
第２８条 この規約は総会において、出席者の３分の２以上の賛成により改正することができる。 
     書面若しくは電磁的方法をもっての表決も同様とする。 
付  則 この規約は、設立日である昭和４９年４月１日から実施する。 
     昭和５３年３月１１日 一部改正 
     昭和５７年５月１５日 一部改正 
     昭和６１年５月１０日 一部改正 
     平成 ３年５月１８日 一部改正 
     平成１５年５月 ２日 一部改正 
     平成１６年４月３０日 一部改正 
     平成２０年５月 ８日 一部改正 
     平成２２年４月２８日 一部改正 
     平成３０年４月２７日 一部改正 
     平成３０年１１月１日 一部改正 
     平成３１年１月３１日 一部改正 
     令和 ２年２月１２日 一部改正 
     令和 ４年９月１５日 一部改正 
     令和 ６年１月３０日 一部改正 
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個人情報取扱い規則 
 

第１条  本会が保有する個人情報の適正な取扱いと活動の円滑な運営をはかるため、個人の権
利・利益を保護することを目的に、ＰＴＡ役員名簿・会員名簿・行事などの記録や写真
及びその他の個人情報資料の取扱いについて定めるものとする。 

第２条  本会は個人情報保護に関する法令を遵守すると共に、ＰＴＡ活動において個人情報の保
護につとめるものとする。 

第３条  本会における個人情報の管理者は、会⻑とする。 
第４条  本会における個人情報の取扱い者は、本部役員・各委員とする。 
第５条  個人情報の管理者・取扱い者は、職務上知りうることができた個人情報をみだりに他人

に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様とする。 
第６条  本会は、個人情報を収集するときは、あらかじめその個人情報の利用目的を決め、本人

に明示する。 
第７条  取得した個人情報は、次の目的に沿った利用を行うものとする。 
      (１）役員・会計監査・登校班等の名簿の作成 
      (２）各委員選出、並びに本部役員等の推薦活動 
      (３）広報誌、会報誌への掲載 
      (４）その他の文書の送付 
第８条  個人情報は管理者又は取扱い者が保管するものとし、適正に管理する。また、不要とな

った個人情報は管理者立会いのもとで、適正かつ速やかに廃棄するものとする。 
第９条  個人情報は次にあげる場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ずに第三者に提供しては

ならない。 
      (１）法令に基づく場合 
      (２）人の生命、身体又は財産の保護のために必要な場合 
      (３）国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令を定める事務 

遂行することに対して協力する必要がある場合 
第１０条 個人情報を漏えい等（紛失含む）した恐れがあることを把握した場合は、直ちに管理者

に報告する。 
第１１条 法令の改正又は実務上の不備が発生した場合は、役員会において審議し承認をもって改

定することができる。なお、本規則を改定した場合は、会員へ周知するものとする。 
付  則 この規則は、平成３０年１１月１日から実施する。 
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表彰・感謝・慶弔・災害 
 並びに旅費に関する内規 

 
第１条 本会は、児童並びに会員の表彰、慶弔、傷害、疾病及び災害等にあたり、次に定める規

定によって会の意思を表する。 
第２条 本会並びに本校教育の充実、発展に寄与し、功績顕著と認められる場合、感謝状並びに

記念品を贈り感謝の意を表する。なお、人選その他については運営委員会で決定する。 
第３条 児童で他の範とする行為のあったときは、運営委員会で協議し、記念品を贈り表彰する。 
第４条 教職員の転任、退職に際しては記念品を贈る。 
第５条 会員又はその家族に弔事のあった際は、下記に相当する金品を送り弔意を表する。 

１ 会員の死亡の場合（保護者、教職員）・・・・１０，０００円 
     ２ 児童の死亡の場合・・・・１０，０００円、花環又は生花 
     ３ その他特別の事情がある場合は、役員が決定し、運営委員会に報告する。 
第６条 会員の住居が災害を受けた場合は、次の金品を贈り、見舞いの意を表する。 

１ 全焼、全壊の場合・・・・５，０００円 
２ それ以外で必要ありと認められた場合は、運営委員会で決定する。 

第７条 会員がＰＴＡ活動のため出張した場合の交通費は、実費を支給する。 
第８条 この内規は運営委員会において出席者の３分の２以上の賛成により改正することができ

る。 
付 則  この内規は、昭和４９年４月１日から実施する。 
     昭和５７年 ５月１５日 一部改正 
     昭和６１年 ５月１０日 一部改正 
     昭和６２年１１月１１日 一部改正 
     平成１０年 ７月 ９日 一部改正 
     平成２９年１２月１４日 一部改正 


